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西小学校

錦中学校

町内小中学校入学式

　

４
月
９
日
、
町
内
の
各
小
中
学

校
の
入
学
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
年
度
は
西
小
学
校
43
人
、
一
武

小
学
校
32
人
、
木
上
小
学
校
14
人
、

錦
中
学
校
１
０
７
人
が
新
た
な
ス

タ
ー
ト
を
踏
み
出
し
ま
し
た
。

　

西
小
学
校
で
は
、
保
護
者
に
見

守
ら
れ
な
が
ら
、
緊
張
し
た
様
子

で
新
入
生
が
入
場
。
氏
名
点
呼
で

は
、
担
任
の
先
生
か
ら
名
前
を
呼

ば
れ
る
と
、
大
き
な
声
で
返
事
を

し
て
い
ま
し
た
。
吉
田
憲
一
校
長

は
「
朝
歩
い
て
学
校
に
来
る
こ

と
、
元
気
よ
く
挨
拶
を
す
る
な
ど

元
気
力
を
つ
け
る
こ
と
や
、
給
食

で
苦
手
な
食
べ
物
を
食
べ
る
こ

と
、
新
し
い
友
達
を
作
る
な
ど
挑

戦
力
を
つ
け
て
い
っ
て
く
だ
さ

い
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

錦
中
学
校
で
は
、
片
山
源
次
校

長
が
「
た
く
さ
ん
の
友
達
や
先
生

方
と
の
出
会
い
を
大
切
に
、
心
も

体
も
大
き
く
成
長
し
て
い
っ
て
く

だ
さ
い
」
と
歓
迎
の
言
葉
を
述

べ
、
新
入
生
を
代
表
し
て
豊
永
颯

さ
ん
（
西
中
福
良
）
が
「
大
き
な

環
境
の
変
化
や
、
勉
強
と
部
活
動

の
両
立
な
ど
少
し
不
安
も
あ
る

が
、
３
つ
の
小
学
校
の
仲
間
と
共

に
支
え
合
い
な
が
ら
一
歩
ず
つ
進

ん
で
い
き
た
い
。
そ
し
て
、
中
学

生
と
し
て
の
自
覚
と
責
任
を
持

ち
、
た
く
さ
ん
の
出
会
い
を
大
切

に
、
切
磋
琢
磨
し
て
実
り
あ
る
学

校
生
活
が
送
れ
る
よ
う
精
一
杯
努

力
す
る
こ
と
を
誓
い
ま
す
」
と
力

強
く
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。
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百
歳
の
祝
状
贈
呈

　

令
和
７
年
４
月
８
日
、
百
歳
の
誕

生
日
を
迎
え
ら
れ
た
漆
野
次
男
さ
ん

（
内
門
）
へ
深
水
副
町
長
か
ら
百
歳
の

祝
状
等
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

と
て
も
お
元
気
で
百
歳
と
は
思
え

な
い
ほ
ど
お
若
く
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

漆
野
さ
ん
は
、
毎
日
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

を
利
用
さ
れ
て
い
て
、
他
の
利
用
者

さ
ん
や
職
員
の
方
と
会
う
の
が
楽
し

み
と
話
さ
れ
ま
し
た
。
当
日
は
、
デ

イ
サ
ー
ビ
ス
の
皆
さ
ん
が
手
作
り
の

飾
り
付
け
を
作
っ
て
み
ん
な
で
お
祝

い
を
し
て
く
れ
ま
し
た
。
好
き
な
食

べ
物
は
サ
バ
や
イ
ワ
シ
の
青
魚
で
、

食
事
を
し
っ
か
り
食
べ
る
こ
と
が
元

気
の
秘
訣
の
よ
う
で
す
。

 3月31日付けで、左から森山毅宏
さん、白川裕美さん、松田こずえ
さん、髙波昌一さんが退職されま
した。
　皆様には、長い間大変お世話に
なりました。

　　企画観光課　川口　恵理
　企画観光課地域振興係に配属になりました、川口
恵理です。
　一武原田川に住んでいます。愛犬と散歩すること
が好きです。
　まだまだ未熟者ですが、早く仕事を覚え錦町の皆
様に貢献できるよう精一杯頑張ります。どうぞよろ
しくお願いいたします。

㐳޿㑆ࠇ∈߅᭽ޕߚߒߢ
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職
員
数
96
人
（
再
任
用
等
含
む
）
、
会
計
年
度
任
用
職
員
・
派
遣
職
員
67
人
、

総
勢
１
6
3
人
の
新
し
い
体
制
と
な
り
ま
し
た
。

●税務課
課長
主幹兼固定資産税係長
主幹兼徴収対策係長
住民税係長

再任用

岩尾　和文
今田　好昭
馬場　和広
寺原かおり
上原　　望
久留　優太
樅木　右京
椎葉　夢華
寺田　　伎
西　　理沙
山富　照巳

●出納室
会計管理者
主幹兼会計係長
会計係（再任用）

上野　陽一
河津　清臣
小林　由比

●農業委員会
事務局長兼農地係長
農地係

山本　直樹
園林　沙恵

●保険政策課

●健康増進課（保健センター）

課長
保険・年金係長
保険・年金係
高齢者支援係長
高齢者支援係
高齢者支援係
主幹兼地域包括支援係長
地域包括支援係兼高齢者支援係

課長
健康増進係長
健康増進係
健康増進係
健康増進係
健康増進係

大森　光春
岡村　　諭
山本　幸子
渡邊　一郎
迫　　聖奈
甲斐　佳暉
永田紀久美
樫山　順治

簑田　俊哉
藤川　絹代
桒原　香織
塚本　有喜
嶋田由紀子
岩﨑穂奈美

●住民福祉課
課長
住民係長
住民係
住民係
福祉係長
福祉係
福祉係
福祉係（再任用）
子育て支援係長兼環境係長
子育て支援係兼環境係
子育て支援係兼環境係
子育て支援係兼環境係
環境係

吉田　誠二
上野　　綾
久保山　楓
清田　咲希
植薄　美保
合原　美紀
桑原駿一郎
白川　裕美
蓑毛　正敏
古賀　翔馬
桑原　亜蘭
荒木　嵩登
淋　　英将

●総務課
課長
主幹兼行政係長兼デジタル推進係長
行政係
行政係兼デジタル推進係
主幹兼財政係長
財政係
財政係
消防交通係長
消防交通係
消防交通係兼管財係
管財係長
管財係

有瀬　耕二
大村　崇史
𠮷川　美和
泉　　翔太
矢野　智浩
河﨑　孝博
宮原　純希
守永幸太郎
阿部　和也
笹田　翔太
山口　隆治
鎌田　直樹

中村　裕二
塩井　裕樹
尾方　涼祐
新川　貴宏
森山　毅宏
大村　恵美
吉村　　心
山口　衿加
川口　恵理

●企画観光課 ●農林振興課（つづき）

●農林振興課
課長
主幹兼耕地林務係長
主幹兼農政係長

課長
主幹兼企画情報調整係長
企画情報調整係
企画情報調整係
企画情報調整係（再任用）
主幹兼地域振興係長
地域振興係
地域振興係
地域振興係

東　　貴志
山園　琢磨
桒原　欣也
濱﨑　浩嗣
山口　貴大
上田　聖也

久保山護煕
中村　優誠
牟田　勇佑

●地域整備課
課長
主幹兼工務係長
主幹兼管理係長
上下水道係長

髙山　拓二
長友　　崇
桑原　　裕
深水　達也
園田　裕憲
椎葉　洋輔
尾方　博典
今村晋太郎
深水　　空
守永　涼弥
岡村　和馬

徴
収

対
策
係

住
民
税
係

固
定
資

産
税
係

 ▶ ◀ 

会議室
101農地係

税務課

農業委員会

者
齢
高

係
援
支

・
険
保

係
金
年

係
民
住

係
境
環

多目的
ホール

▲
正面入口

出納室
会計係

保険政策課 住民福祉課

口
入
側
東

口
入
側
西

報
情
画
企

係
整
調

域
地

係
興
振 耕

地
林
務
係

農
政
係

管
理
係

工
務
係

上
下

水
道
係

財
政
係

行
政
係

管
財
係

消
防

交
通
係

デ
ジ
タ
ル

推
進
係

総務課

会議室
201

廊　　下

町長室 応接室 副町長室

企画観光課 農林振興課
選管

図書室

地域整備課
会議室
和室

子
育
て

支
援
係

地
域
包
括

支
援
係

福
祉
係

1 F  フ ロ ア

2 F  フ ロ ア
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3 F  フ ロ ア

派 遣

各課等の電話番号

会計年度任用職員・派遣職員 等
●総務課 ●健康増進課

（保健センター）

●１F

●3F

●２F

山口　親秀
横井　隆範
前原　陽子
松本　一洋
山田　弥子
椎葉　高子
三浦由希子
靏田　由美
小嶌　貴美
竹下　和子
圓　　加奈
上野美津子
上村ゆかり
早田　美香

●企画観光課

鶴嶋　由加
小俣　誠子
前田　友子
小嶋　礼子
池田真里子
黒木　　幸
磯田　京子
田山　珠美
松本ななみ
中村　実季
川村　恵美
中村　義德
山口　勇吉
藤田　光信
中川　　幸
西　　孝幸
蔵座　光則

●住民福祉課

●保険政策課

●教育振興課

●図書館

●西小

●一武小

●木上小

●税務課
●農林振興課

●地域整備課

●農業委員会

●議会事務局
事務局長併監査委員事務局長
書記併監査委員事務局書記

蓑田　和也
塩井　ゆき

●教育振興課
課長
社会教育係長
社会教育係
社会教育係
社会教育係
学校教育係長
学校教育係
学校教育係
学校給食センター係長

尾方　良一
東　　利孝
園田なつみ
迫　　英志
上原　　亨
新川　千文
濱田由佳子
久保田幸宏
増田　亜希

錦まち観光協会派遣 手柴　智晴

中村　秋美
前原紗侑莉
津山　拓郎
窪田　龍記
渕田　康正
林　　敬三
上野磨美子
川原　美紀
松村　詩子
今田　　薫
三輪　千晴
森永　千夏
長友　美香
舟戸さゆり
藤原あゆみ
村並　里紗

●錦中

●ICT支援員
●学校用務員

●ALT【外国語指導助手】

●スクールソーシャルワーカー

●心の教室相談員

堀江しおり
園川　祥子
渕田　早希
大園　一代
竹長　由美
横井　幸子
那須　千秋
桒原由紀子
山下　敏弘
深水　一也

澤井　純子
小田　節子

ケネット　ウィリアム
ワイト　メイ

シュー　グレイス
マイケル　ジェイコブ

校
学

係
育
教

会
社

係
育
教

議　　場

議　員　控　室 3　階　会　議　室正副
議長室

会議室
301

教育振興課

議会
事務局

住民福祉課
（①番窓口） 38-1112

38-1113
38-4020

38-1114

38-1485
38-1633

住民係　福祉係　子育て支援係
環境係　
保険・年金係　高齢者支援係
地域包括支援係
住民税係　固定資産税係
徴収対策係　
農地係
会計係

保険政策課
（②番窓口）

税 務 課
（③番窓口）

農業委員会
出 納 室

38-4450
38-4421

社会教育係　学校教育係　
事務局

教育振興課
議会事務局

38-2048
38-2033

健康増進係
給食センター係

健康増進課（保健センター）
学校給食センター

38-4949
38-4418

38-4419

38-4948

管理係　工務係　上下水道係

企画情報調整係　地域振興係

農政係　耕地林務係

38-1111
　（代表）

行政係　デジタル推進係　財政係
消防交通係　管財係

総 務 課
（①番窓口）

地域整備課
（②番窓口）

企画観光課
（③番窓口）

農林振興課
（④番窓口）

教
育
長
室
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Nishiki Topics
令
和
７
年
度

消
防
団
入
退
団
式

　

４
月
６
日
、
令
和
７
年
度
錦
町
消
防
団
入

退
団
式
が
錦
町
民
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、
新
た
に
団
長
と
な
っ
た
小
田

一
男
団
長
を
は
じ
め
総
勢
２
１
５
名
が
参

加
。
新
入
団
員（
11
名
）、
昇
級
者（
38
名
）、

退
団
者（
26
名
）に
辞
令
が
交
付
さ
れ
ま
し

た
。
長
年
に
わ
た
り
消
防
団
活
動
に
ご
尽
力

い
た
だ
い
た
退
団
者
の
皆
さ
ま
に
は
大
変
お

世
話
に
な
り
ま
し
た
。　
　

　

成
績
は
次
の
と
お
り
で
す
。

〇
規
律
の
部

優
勝　

第
１
分
団
（
犬
童
潤
分
団
長
）

２
位　

第
６
分
団
（
浅
生
宰
分
団
長
）

３
位　

第
３
分
団
（
西
嶋
裕
介
分
団
長
）

◎
令
和
６
年
度
退
団
者

○
普
通
消
防
団
員

錦
町
消
防
団 

牟
田　

弘
美

第
１
分
団  

恒
松　

文
隆

第
３
分
団  

竹
田　

生
史

第
７
分
団  

豊
永　

誠

第
２
分
団
２
部 

鈴
木　

創

第
３
分
団
１
部 

多
武　

寿

第
３
分
団
２
部 

片
柳　

竜
也

第
３
分
団
２
部 

深
水　

猛
司

第
３
分
団
３
部 

田
山　

貴
史

第
４
分
団
１
部 

丸
田　

貴
博

第
４
分
団
１
部 

前
原　

匠

第
４
分
団
２
部 

和
田　

明
寛

第
４
分
団
２
部 

赤
池　

政
治

第
４
分
団
２
部 

溝
邉　

雄

第
４
分
団
３
部 

山
本　

和
弘

第
４
分
団
３
部 
橋
本　

竜
一

第
５
分
団
１
部 
福
本　

道
弘

第
５
分
団
３
部 

板
橋　

宏
明

第
５
分
団
３
部 

桑
原　

悠
司

第
６
分
団
１
部 

松
坂　

賢
二

第
６
分
団
１
部 

宮
崎　

雄
一

第
６
分
団
１
部 

簑
田　

泰
幸

第
７
分
団
１
部 

犬
童　

裕
亮

第
８
分
団
１
部 

坂
井　

将
己

第
８
分
団
１
部 

宮
本　

勇
介

第
８
分
団
１
部 

森
下　

秀
幸

○
機
能
別
消
防
団
員

第
４
分
団  

吉
本　

陽
一

第
５
分
団  

大
川　

光
次

第
７
分
団  

中
竹　

一
之

◎
令
和
７
年
度
入
団
者

○
普
通
消
防
団
員

第
３
分
団
１
部　

濵
田　

尚
希

第
３
分
団
１
部　

小
田　

康
生

第
３
分
団
１
部　

松
本　

胤
美

第
４
分
団
２
部　

久
保
山　

隼
人

第
４
分
団
３
部　

山
口　

薫
翔

第
６
分
団
１
部　

渡
瀬　

時
人

第
６
分
団
１
部　

荒
木　

嵩
登

第
７
分
団
１
部　

恒
松　

雄
志

第
８
分
団
１
部　

一
村　

利
頼

第
８
分
団
１
部　

桑
原　

駿
一
郎

第
８
分
団
１
部　

藤
原　

拓
海

○
機
能
別
消
防
団
員

第
４
分
団　

髙
田　

要
人

第
５
分
団　

篠
原　

厚

第
５
分
団　

桒
原　

欣
也

第
５
分
団　

前
田　

敏
克

第
５
分
団　

佐
藤　

晶
浩

第
８
分
団　

古
山　

徹

◎
令
和
７
年
度
昇
級
者

○
団　

長

団　

長　
　

小
田　

一
男

○
副
団
長

副
団
長　
　

早
田　

弘
貴

○
分
団
長

第
１
分
団　

犬
童　

潤

第
３
分
団　

西
嶋　

裕
介

第
６
分
団　

浅
生　

宰

第
７
分
団　

椎
葉　

晃
一
郎　

○
部　

長

第
１
分
団
２
部　

山
口　

貴
大  

第
２
分
団
１
部　

山
村　

祐
貴  

第
３
分
団
１
部　

川
野　

祐
伸  

第
３
分
団
２
部　

田
山　

雅
也  

第
３
分
団
３
部　

新
川　

貴
宏  

第
４
分
団
２
部　

古
川　

優
也

第
４
分
団
３
部　

谷
口　

弘
樹  

第
５
分
団
１
部　

倉
岡　

正
裕  

第
５
分
団
３
部　

笹
渕　

友
和  

第
６
分
団
１
部　

岡
村　

諭 
 

第
７
分
団
１
部　

宮
本　

光 
 

ラ
ッ
パ
隊　
　
　

立
開　

光
義  

○
班　

長

第
１
分
団
１
部　

中
山　

明
寛

第
１
分
団
２
部　

那
須　

健
太

第
２
分
団
１
部　

土
屋　

慶
太

第
３
分
団
１
部　

渡
邊　

一
郎

第
３
分
団
２
部　

手
柴　

智
晴

第
３
分
団
３
部　

濱
川　

浩
樹　

第
４
分
団
２
部　

南
田　

和
哉　

第
４
分
団
３
部　

石
原　

正
鷹　

第
５
分
団
１
部　

黒
肥
地　

光　

第
５
分
団
３
部　

原　

祐
貴　

第
６
分
団
１
部　

豊
永　

大
志　

第
６
分
団
１
部　

土
肥　

祥
吾　

第
７
分
団
１
部　

田
中　

慎
一　

第
７
分
団
１
部　

田
山　

純
一　

○
団
旗
手

第
７
分
団　

谷
口　

博
紀

○
分
団
旗
手

第
１
分
団　

倉
本　

謙
志　

第
３
分
団　

木
場　

崚
太　

第
５
分
団　

星
子　

武
信　

第
６
分
団　

淺
生　

崇
裕　

第
７
分
団　

高
瀨　

敬
次　

規律の部優勝：第1分団

令和7年度錦町消防団幹部新体制通常点検
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Nishiki Topics
交通安全用品贈呈

人吉地区安全運転管理者等協議会錦支部から小中学校新入学生へ

　

３
月
26
日
、
人
吉
地
区
安
全
運
転

管
理
者
等
協
議
会
錦
支
部
（
中
村
春

喜
支
部
長
）
か
ら
、
町
内
小
中
学
校

新
入
学
生
に
交
通
安
全
用
品
（
小
学

校
（
シ
ー
ス
ル
ー
安
全
反
射
傘
）
、

中
学
校
（
キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
）
）
の
贈

呈
式
を
行
い
ま
し
た
。

　

中
村
支
部
長
は
、
「
子
ど
も
達
が

事
故
に
遭
わ
な
い
安
全
な
環
境
を
作

る
と
と
も
に
、
各
交
通
安
全
の
イ
ベ

ン
ト
に
も
積
極
的
に
参
加
し
て
い
き

た
い
」
と
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。
毎
床

教
育
長
か
ら
は
、
日
頃
か
ら
の
子
ど

も
達
の
見
守
り
へ
の
感
謝
の
言
葉
を

伝
え
ら
れ
、
頂
い
た
交
通
安
全
用
品

を
有
効
に
使
っ
て
い
き
た
い
と
述
べ

ら
れ
ま
し
た
。

企業版ふるさと納税感謝状贈呈
低炭素社会の実現を目指して

ランドセルカバー贈呈
新入学児童の交通安全を願って

　

４
月
７
日
、
錦
町
役
場
で
「
花
ご
こ
ろ
」
の
代
表 

吉
村
さ
ん
ご
夫
婦
が
町
内
の
各
小
学
校
に
黄
色
の
ラ

ン
ド
セ
ル
カ
バ
ー
を
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。
平
成
13
年

か
ら
続
け
ら
れ
て
い
る
こ
の
活
動
は
今
回
で
25
回
を

数
え
、
こ
れ
ま
で
寄
贈
さ
れ
た
カ
バ
ー
は
約
３
，
３

０
０
枚
に
な
り
ま
す
。
寄
贈
さ
れ
た
吉
村
さ
ん
ご
夫

婦
は
「
１
年
生
の
子
ど
も
達
が
交
通
事
故
に
遭
わ
な

い
よ
う
、
登
下
校
時
の
安
全
対
策
に
役
立
て
て
ほ
し

い
。
年
々
、
入
学
児
童
数
が
減
っ
て
い
る
が
、
町
全

体
で
子
ど
も
達
を
見
守
る
と
い
う
意
味
で
も
、
今
後

も
こ
の
活
動
を
続
け
て
い
き
た
い
」
と
話
さ
れ
ま
し

た
。
受
け
取
ら
れ
た
吉
田
憲
一
校
長
（
西
小
学
校
）

は
、
「
こ
の
黄
色
の
ラ
ン
ド
セ
ル
カ
バ
ー
で
１
年
生

だ
と
す
ぐ
に
分
か
る
た
め
安
全
・
安
心
な
登
下
校
に

つ
な
が
り
、
長
年
続
け
て
い
た
だ
い
て
い
る
素
晴
ら

し
い
活
動
で
す
」
と
話
さ
れ
、
ご
夫
婦
に
感
謝
の
言

葉
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

寄贈された吉村さん夫妻

くまもとねんりんピック「健康マージャン大会」
日頃の練習の成果を発揮

参加された竹原郁男さん（中央）
　

３
月
９
日
、
第
37
回
く
ま

も
と
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
２
０

２
５
「
健
康
マ
ー
ジ
ャ
ン
大

会
」
が
熊
本
市
総
合
体
育
館

で
開
催
さ
れ
、
に
し
き
活
き

活
き
大
学
健
康
マ
ー
ジ
ャ
ン

受
講
者
の
前
田
洋
征
さ
ん

（
一
武
覚
井
）
と
竹
原
郁
男

さ
ん
（
一
武
駅
通
り
）
、
そ

し
て
講
師
の
落
合
通
克
さ
ん

が
参
加
し
ま
し
た
。

　

全
国
大
会
の
選
手
選
考
を

兼
ね
た
こ
の
大
会
は
、
惜
し

く
も
全
国
切
符
を
逃
し
ま
し

た
が
、
１
３
６
人
中
20
位
以

内
に
入
る
結
果
を
残
し
ま
し

た
。

寄贈された中村春喜支部長

　

３
月
28
日
、
役
場
２
階
２
０
１
会
議

室
に
て
、
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
感
謝

状
贈
呈
式
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
大
手
中
古
車
販
売
店
の

「
ガ
リ
バ
ー
」を
運
営
す
る
㈱
I
D
O
M

様
よ
り
環
境
配
慮
型
車
両
（
ハ
イ
ブ

リ
ッ
ド
自
動
車
）
を
2
台
寄
附
し
て
い

た
だ
き
、
本
町
か
ら
感
謝
状
を
贈
呈
し

ま
し
た
。

　

同
社
は
「
循
環
型
社
会
応
援
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
と
し
て
、
温
室
効
果
ガ
ス

排
出
量
の
削
減
効
果
が
高
い
車
両
を
自

治
体
の
公
用
車
等
と
し
て
提
供
す
る
こ

と
で
、
低
炭
素
社
会
の
実
現
に
貢
献
す

る
取
組
み
を
進
め
ら
れ
て
お
り
、
令
和

６
年
度
は
全
国
16
自
治
体
に
対
し
70
台

を
寄
附
さ
れ
て
い
ま
す
。

関係者と寄附車両
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萩原木工所まで

ふすま、障子、アミ戸の製作、張替のことなら

営業内容
・和洋建具製造販売
・ふすま、障子、アミ戸張替
・かべ、ゆか張替
・ガラス入替
・カーテンブラインド取扱い
・リフォーム全般

球磨郡錦町大字一武
代表者　萩原　拓
☎090-5085-3462

有料広告欄

交際費執行状況表（３月分）
支払日　             　  件　　　　名                         　          　　　 金　額 　          相 手 先

町長
3月13日
3月24日

香典　錦町元助役
香典　錦町消防団副団長（父）

桑原家
小田家

5,000円
5,000円

　令和５年６月２日、戸籍法（昭和22年法律第224号）の一
部改正を含む「行政手続における特定の個人を識別するため
の番号の利用等に関する法律等の一部を改正する法律」（令
和５年法律第48号。以下「改正法」といいます。）が成立
し、同月９日に公布されました。
　従来、氏名の振り仮名（フリガナ）は戸籍上の記載事項と
されていませんでしたが、この改正法の施行により、新たに
氏名の振り仮名が戸籍に記載され、戸籍上公証されることに
なりました。
　改正法は、令和７年５月26日に施行されます。
　制度の詳細は、法務省ホームページをご参照ください。

「バドミントン教室」開催！
日　時：6月3日から27日までの毎週火曜日と金曜日（計8回）　午後8時～10時
場　所：錦勤労者体育センター　
対象者：小学生から大人まで
参加料：200円
申　込：当日、錦勤労者体育センターにて行います
持参する物：体育館シューズ、ラケット
主　催：錦町バドミントン協会

戸籍に氏名の振り仮名が記載されます

問合せ　　住民福祉課　　☎ ３８－１１１２

問合せ　　教育振興課　　☎ ３８－４４５０

３８ １１１２

法務省ホームページQRコード
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※町税等の納付は口座振替をご利用ください。支払い忘れがなく安心です。
※毎月の料金等についても、納め忘れがないようにお願いします。
※納期限を過ぎると、コンビニ納付はできませんのでご注意ください！
※固定資産税は、１年分（４期分）をまとめてお送りしています。

５月は固定資産税１期・軽自動車税の納期です！
納　期　限【６月　２日（月）】
口座振替日【５月２６日（月）】

自動車税・軽自動車税の納期限及び減免について

※初年度登録からの経過年数等により、税率が変更になる車種があります。
※軽JNKS（軽自動車税納付確認システム）の運用開始に伴い、納税証明書がなくても、納付
　状況が確認できるようになりました。
　そのため、令和7年度より口座振替対象車両と減免車両の軽自動車税（種別割）車検用納税
　証明書の発送を廃止しました。

　身体障害者手帳、戦傷病者手帳、療育手帳又は精神障害者保健福祉手帳を取得し、歩行が困難な方で、軽自動車
税の減免等級に該当する方は、軽自動車税を全額免除できる制度があります。
（原則として、減免申請をする年度の４月１日までに手帳の交付を受けている方が対象になります。）
　減免を希望される方は、次のとおり申請をしてください。

①必要なもの
・納税通知書　※支払わずにお持ちください。
・身体障害者手帳、戦傷病者手帳、療育手帳、精神障害者保健福祉手帳のうち、お持ちの手帳すべて
・運転免許証（運転される方のもの）

※等級によって、障がいのある方本人でなければならない場合と、生計を一にする方の運転でもよい場合とが
　　あります。
・車検証（コピーでも可・本人名義であること）

※ただし、障がいのある方本人が18歳未満の場合（家族運転可の等級に限る）、療育手帳（A1・A2）の場合、
　　精神障害者保健福祉手帳（１級）の場合は、生計を一にする方が所有する軽自動車も対象に含まれます。

②申請期間
　納税通知書受領後から、納期限まで
　（納期限を過ぎた場合や軽自動車税を納められた後は減免を受けることはできません）

③申請場所
　錦町役場　税務課

④その他
　減免は、普通車を含め１人１台となります。なお、事業用の軽自動車は、減免の対象になりません。
減免の詳細につきましては、5月の班回覧または町ホームページをご確認ください。

　（普通車の減免については、熊本県県南広域本部総務部収税課0965-33-3236にお尋ねください）

問合せ　　税務課　　☎ ３８－１１１４

税　目 該　当　車 納付先 　　納　期　限 　　　　 お問い合わせ先

自動車税

軽自動車税

県

市区町村

R7.6.2（月）

R7.6.2（月）

普通自動車等

バイク、軽自動車、
小型特殊自動車等

熊本県県南広域本部総務部収税課
0965-33-3236

錦町　税務課
38-1114

1.納期限等

２.軽自動車税の減免について
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「錦町放課後子ども教室」安全管理員を募集します！

問合せ　　熊本県警察本部警務部警務課採用　☎096-381-0110

問合せ　　人吉下球磨消防組合消防本部　予防課　☎２２-５２４１

令和７年度熊本県警察職員採用試験（大学卒業程度）の
申込み受付中です！

九州一斉住宅用火災警報器普及啓発キャンペーンを実施
します！
~命を守る『住宅用火災警報器』設置していますか？点検していますか？~

試験区分

受付期間

警察官A    警察行政      電気

４月14日(月)～５月９日(金)

警察官A
（武道指導・サイバー）

警察行政
（情報管理専門）

鑑識技師
（物理・法医・化学）

４月14日(月)～５月18日(日)

申込み・問合せ　　教育振興課社会教育係　　☎ ３８－４４５０

○応募要件　18歳以上で、児童と一緒に活動できる方（資格・経験は問いません）
○活動日時　放課後（学校終了）から午後５時30分まで
　　　　　　平日の週１～２日程度（長期休業中は休み）
○活動場所　西小学校・一武小学校・木上小学校
○活動内容　放課後子ども教室に参加する児童の見守りや体験活動の補助
○報　　酬　960円／時間

※原則として、インターネットによる申込みに
　なります。
※警察官Ａについては、令和６年度から受験資
　格の上限年齢を35歳まで引き上げています。
※受験資格や試験日程など詳しくは、県警ホー
　ムページをご覧いただくか、熊本県警察本部
　警務部警務課採用係までお尋ねください。

　この運動は、住宅用火災警報器の設置がすべての住宅に義務化され
て今年の６月で14年が経過したことから、設置の推進と適切な維持
管理を周知し、住宅火災による被害の更なる軽減を目的として、九州
一斉に実施する啓発活動です。
　このキャンペーンを機に、あなたの家の住宅用火災警報器を確認し
てみましょう！

　　　　◇啓発期間　５月25日から６月８日

熊本県警察採用案内QRコード
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ストップ！農作業事故
　熊本県内では、毎年10人近くの尊い命が農作業事故で失われています。
　特に、65歳以上の高齢者による事故やトラクタなどの農業機械による転落・転倒事故が多く発生しています。
　農作業を行う際は、次の「農作業事故防止のポイント」を徹底しましょう。

・農作業事故防止のポイント
　○トラクタに乗るときは安全フレームを立て、シートベルトの着用を徹底しましょう。
　○道路やほ場の傾斜や路肩等の作業環境を十分確認し、事故を起こしにくい環境づくりを心掛けましょう。
　○機械の点検や清掃は、必ずエンジンを止めてから行いましょう。

　農作業事故は、農業に携わる方なら、いつでも、誰
にでも起こり得る事故です。
　事故を自分のこととしてとらえ、安全と命を最優先
に行動することが大切です。
　また、事故を未然に防ぐためには、家族や仲間同士
による「声かけ」がとても効果的です。
　農業機械を使う方、特に高齢の方には、「トラクタ
に乗るときは安全フレームを立てて、シートベルトを
忘れずにね」など、声かけを徹底しましょう。
　一層の事故防止の意識をもって、農作業事故をなく
しましょう！

【農業者の皆様へ】錦町農業経営収入保険加入促進事業

問合せ　　農林振興課農政係　　☎ ３８－４９４８

問合せ　　農林振興課農政係　　☎ ３８－４９４８

（目的）
　農業者の経営努力では避けられない自然災害や農産物の取引価格の下落等に伴う農業収入の減少に備えるため、
収入保険制度の加入促進を図ることで、農業者の経営リスクの低減及び経営の安定、生産の維持拡大を図ることを
目的とします。
　なお、農業経営収入保険へ加入するには、青色申告が必要となります。

（対象者）
　４つの要件にすべてあてはまる人
　　①町内に住所を有する人（法人含む）
　　②全国農業共済組合連合会が定める収入保険制度の加入者
　　③翌年以降も継続して加入することを書面で確約した人
　　④町税等の滞納がない人

（補助対象経費）
　全国農業共済組合連合会が定める経費のうち掛け捨て保険料とする

（補助率及び上限額）
　補助対象経費の2/5以内（千円未満は切捨て）
　補助上限額は、新規加入者８万円、既加入者１万円

11 広報錦  2025 年 5 月号



情報の広場

申=申し込み先 問=問い合わせ先

「
人
権
擁
護
委
員
の
日
」

を
ご
存
じ
で
す
か
？

　

６
月
１
日
は
、
人
権
擁
護
委
員

法
が
施
行
さ
れ
た
日
で
す
。

　

全
国
人
権
擁
護
委
員
連
合
会
で

は
、
毎
年
６
月
１
日
を
「
人
権
擁

護
委
員
の
日
」
と
定
め
、
こ
の
日

を
中
心
と
し
て
特
設
の
人
権
相
談

所
を
開
設
す
る
な
ど
、
一
層
の
人

権
尊
重
思
想
の
普
及
高
揚
に
努
め

る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

錦
町
で
は
、
町
長
か
ら
推
薦
さ

れ
、
法
務
大
臣
か
ら
委
嘱
を
受
け

た
次
の
人
権
擁
護
委
員
が
活
動
し

て
い
ま
す
。

西　

徳
田
由
紀
子
、
柳
瀬
み
ど
り

一
武　

山
富
照
巳
、
髙
橋
節
子

「
特
設
人
権
相
談
所
」
開
設

【
日
時
】
６
月
２
日（
月
）午
前
10

時
か
ら
午
後
３
時
ま
で

【
場
所
】
錦
町
総
合
福
祉
セ
ン

タ
ー

　

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
守
ら

れ
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

問
＝
住
民
福
祉
課
住
民
係

☎
3
8
㿌
１
１
１
２

心
配
ご
と
・
無
料
法
律

相
談
会

　
〝
人
吉
・
球
磨
生
活
支
援
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
〞
主
催
の
「
心
配
ご

と
・
無
料
法
律
相
談
会
」
が
次
の

と
お
り
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

相
続
、
借
金
問
題
、
土
地
家
屋

な
ど
の
日
常
生
活
に
関
わ
る
心
配

ご
と
に
つ
い
て
、
ひ
と
り
で
悩
ま

ず
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
相
談
は
無

料
で
す
。

【
日
時
】
５
月
15
日（
木
）受
付
時

間
：
午
後
１
時
〜
午
後
３
時

【
場
所
】
錦
町
保
健
セ
ン
タ
ー

予
約
・
問
＝
住
民
福
祉
課
住
民
係

☎
3
8
㿌
１
１
１
２

道
路
緊
急
ダ
イ
ヤ
ル

（
＃
９
９
１
０
）
通
報
の

お
願
い
に
つ
い
て

道
路
緊
急
ダ
イ
ヤ
ル
は
、
道
路

に
お
け
る
倒
木
や
穴
ぼ
こ
等
、
道

路
異
状
を
発
見
し
た
場
合
の
通
報

窓
口
で
す
。
こ
の
ダ
イ
ヤ
ル
に
通

報
い
た
だ
く
こ
と
に
よ
り
、
速
や

か
に
応
急
処
置
等
を
実
施
す
る
こ

と
が
で
き
、
道
路
の
異
状
に
よ
る

事
故
を
未
然
に
防
ぐ
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　

道
路
異
状
を
発
見
さ
れ
た
場
合

は
、
速
や
か
に
＃
９
９
１
０
に
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

問
＝
県
道
路
保
全
課

☎
０
９
６
㿌
３
３
３
㿌
２
４
９
５

特
殊
肥
料
「
椿
油
粕
」
は

適
正
に
使
用
し
ま
し
ょ
う

特
殊
肥
料
と
し
て
販
売
さ
れ
て

い
る
椿
油
粕
は
、
農
薬
と
し
て
登

録
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
害
虫
の

駆
除
目
的
で
は
使
用
で
き
ま
せ

ん
。
害
虫
の
駆
除
目
的
で
使
用
す

る
と
、
農
薬
取
締
法
違
反
と
な
り

ま
す
。

　

ま
た
、
椿
油
粕
に
は
魚
介
類
に

影
響
の
あ
る
成
分
「
サ
ポ
ニ
ン
」

が
含
ま
れ
て
い
る
の
で
、
肥
料
と

し
て
使
用
す
る
場
合
も
、
水
を

張
っ
た
水
田
や
、
用
排
水
路
や
池

な
ど
に
流
出
し
や
す
い
場
所
で
は

使
わ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

問
＝
熊
本
県
農
業
技
術
課

☎
０
９
６
㿌
３
３
３
㿌
２
３
８
１

問
＝
球
磨
地
域
振
興
局
農
業
普

及
・
振
興
課

☎
０
９
６
㿌
６
２
４
㿌
４
１
１
７

情
報
の
広
場

お
知
ら
せ

12広報錦  2025 年 5 月号



問合せ　　錦町図書館　　☎ ３８－３４２０

錦町図書館だより

      　　　　　一般書書名 　　　　  　　  著　者         　     　　  児童書書名   　　　  　　　著　者
産婆のタネ
一冊でわかるイラン史
図説吉原遊郭のすべて
イラスト図解知っているようで知らない物価のしくみ
わが子が家の外では話せないことに気づいたら読む本
みきのミキサーごはん
農家が教える耕さない農業

中島要
関眞興

斎藤太郎
中之園はるな
藤原美紀

南極犬物語
ナゾトキ・ハンター裏切り者と幻のドラゴン
学習まんが　蔦屋重三郎
まいどばかばかしいお笑いを！
最強頂上決戦！動物VS悪魔獣魔大決戦
土のコレクション
はじめてのねずみのよめいり

綾野まさる
タダタダ
おおつきべるの
赤羽じゅんこ

栗田宏一
せざいえり

一般書 児童書

禁忌の子
山口  未桜
東京創元社    

タケシのせかい
室井  滋
アリス館    

兵庫市民病院に勤務する救急医の武田はある
日、鳴宮浜沖で心肺停止状態で発見され搬送さ
れてきた身元不明遺体を見て、自分と瓜二つの
顔をしていることに驚愕する。そこで、中学時代の友人で同僚でも
ある城崎に協力を仰ぎ、身元不明遺体についてと自分のルーツにつ
いて調査を始める。そんな中、事件の重要な鍵を握る産婦人科クリ
ニックの生島理事長に会おうとした矢先、生島理事長が死体となっ
て発見される。身元不明遺体の正体とは？武田とどういう関係があ
るのか？そしてタイトル「禁忌の子」が意味するものとは？

三男坊のタケシは、パパの部屋にある『秘密
の箱』を絶対に開けちゃダメだと言われてい
た。しかしある日の夕方、学校から帰宅する
と家には誰もいなかった。「今がチャンス」とばかりに箱を開けて
みると、パパからの手紙が入っていた！パパからの手紙の質問に答
えるうちにタケシは自分の周りにはいろんな人がいることに気づ
く。『ウェルビーイング』をテーマに考えられた絵本。

開館時間　午前10時～午後６時まで
休 館 日　毎月第１水曜日　年末年始　12月29日～1月3日

時代の友人で同僚でも とばかりに箱を開けて

図書館からのお知らせ

新刊 おすすめの本

おうちに眠っている錦町に関する資料（西村史、一武村史、木上村史など・・・）を図書館にご寄贈いただけませんか？
ご寄贈いただける場合は、図書館までお電話でご連絡ください。

６月４日（水）は休館日です
毎月第１水曜日は休館日です（祝日の場合は、翌日が休館になります）

と思ったら

ココロの疲れに！ココロの疲れに！

疲れたな…疲れたな…
新生活がスタートして早1カ月。新社会人や新入
学生など、環境の変化で心と体が疲れていません
か？やる気が出ない、不眠や食欲不振などといっ
た症状が出ていたら要注意！心と体、両方の疲れ
を和らげる本をご紹介。

「人に迷惑はかけられない」「相談す
る相手がいない」など、様々な理由で
誰にも相談できず、ひとりで悩みを抱
え込んでいるあなたへ！

Ǣ̼ͤȔॺȫȗǱ͗ț႙᚞Ӑǣ

9#8'Ґ༷

こちらもおすすめ！

ᦠ☋⚫੺㧤Ꮐࠅࠃ
ޢ⪲⸒ߩ⠧ሶࠆߥߣ࠶࡯ࠬ߇ᔃޡ
ᚑ⟤ၴ಴ 
ᕷߣ߭ߣ࠶㨨ࡎߪ߈ߣߚࠇ∈ޡ
␠⪲෺ޢᧄߩ߁ࠈߊ߰

カラダの疲れに！カラダの疲れに！

「息苦しい世の中だな」と感じているあ
なた。本当に酸欠状態になっているか
も！鼻からの「吐く呼吸」を意識するこ
とで、体の詰まりを取ってみませんか。

Ǣ।ȿնǼȍǾȔɐʎɥț
̋᚛ǹ෱ǵȸ֛փ᧲֜ǣ

ɺɎʑɞɭҐ༷

こちらもおすすめ！

ᦠ☋⚫੺㧤Ꮐࠅࠃ
޿ߥߌ⡞ࠄߐ੹ߦ೨ߩᔟ⌁ᴺޡ
 ᦺᣣᣂ⡞಴ޢ⿥ၮᧄߩ⌁⌧
ޢࡊ࡯᳇ⴊࠬޡ
ᢥൻቇ࿦ᢥൻ಴ ዪ
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出張年金相談（予約制）のご案内
【令和７年5月開催予定】

第2・3・4月曜日 第2・4水曜日 第1・3水曜日

【相談時間】 9：00～17：00（錦町総合福祉センター、多良木町役場）
  9：30～16：45（人吉市役所１Ｆ　相談室２）
  ※12：00～13：00の時間帯は除く

人吉市役所１Ｆ　相談室２ 錦町総合福祉センター

12日・19日・26日 14日・28日
多良木町役場

7日・21日

ご予約の方法
◎八代年金事務所出張相談予約担当 ☎：０９６５－３５－６１２３
　受付時間：（平日）午前９時～午後５時（第２土曜日）午前９時３０分～午後４時

※ご予約の際には、ご相談者様と配偶者の方の基礎年金番号がわかるものをご準備のうえ
　　開催日の３日前までにお電話ください

出張年金相談は八代年金事務所が熊本県社会保険労務士会へ業務委託をして行うものです。
※直接、年金事務所で年金の相談等をされる際にも予約が必要になります。
　予約なしの場合には、予約者優先のため待ち時間が長くなります。
　八代年金事務所　お客様相談室　予約受付電話（0965）-35-6123　自動音声案内①を選択後、②を選択してください。

独身男性：球磨郡・人吉市にお住まいの方　　独身女性：市町村は問いません
錦町主催イベントや1対1お見合い、近隣町合同・9町村合同イベントなどの情報をメールでご案内します。
秘密は固く守られます。（登録料や年会費は無料）
※ご登録面談時には、顔写真付き身分証明書（免許証やマイナンバーカードなど）の確認をさせていただきます。

■ご質問やご相談は、メールやお電話でお気軽にお問い合わせください。
◆結婚相談員 専用メールアドレス
nishiki-konkatsu＠nishiki.kumamoto.jp

※迷惑メール対策の設定をされている方は、メールを受信できない場合があります。
　設定の確認をお願いします。

◆錦町役場　住民福祉課　住民係　☎38-1112

にしきまちの縁結び『新規登録募集中』

メール用QRコード

令和7年度の婚活イベントは、5月13日（火）の再婚希望者・再婚等理解者対
象の婚活イベント開催後、次回7月を予定しています。婚活コーナーの他にも
錦町ホームページや、錦町あいねっと放送でお知らせします。
（年間に5回程度のイベントを予定）

婚活コーナー
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※予定は変更になる場合があります。

今月の
足形アートは、
「かえるの歌」

です。

1 2 

5 6 7  8 9 

12 13 14 15 16

19 20 21 22 23

26 27 28 29 30

　ももくらぶは、楽しみながら子育てができるように、親子の交流や
情報交換の場として、錦町保健センター内に開設しています。
　どうぞお気軽にお越しください。

月 火 水 木 金

午前
母子手帳交付と両親学級
午後 マタニティータイム

午前　子育てひろば　　
午後　子育てひろば

午前
母子手帳交付と両親学級
午後 マタニティータイム

午前　子育てひろば　　
午後　5歳児健診

午前　子育てひろば　　
午後　3歳児健診

午前　子育てひろば　　
午後　子育てひろば

午前　子育てひろば　　
午後　子育てひろば

午前　子育てサークル
　　　（ねんねコース）
午後　子育てひろば

午前　子育てサークル
　　　(親子運動教室）
午後　子育てひろば

午前　子育てひろば　　
午後　子育てひろば

午前　子育てひろば　　
午後　子育てひろば

午前　子育てサークル
（はいはいきらきらコース）
午後　3ヶ月児健診

午前　子育てサークル
　　　(えほんの会）
午後　子育てひろば

午前　子育てひろば
午後　ママの会

午前　6か月児育児教室
午後　子育てひろば

午前　子育てひろば　　
午後　子育てひろば

午前　子育てひろば　　
午後　子育てひろば

午前　子育てひろば　　
午後　子育てひろば

午前　子育てひろば　　
午後　子育てひろば

午前　子育てひろば　　
午後　子育てひろば

5月の活動

ԉηϯλʔࢧҭͯࢠொۋ

΋΋ Β͘Ϳ
͔Βͷ͓஌Βͤ

子育てサークル（午前10：00～12：00）　　マタニティータイム（午後1：30～4：00）
子育てひろば（午前9：30～11：30　午後1：30～4：00）
・プレイルームでは、親子で自由にあそぶことができます。
・育児中のお母さんはもちろん、出産を控えた妊婦さんも、育児用品などを作ることができます。
子育て相談　随時受け付けております。（個室にて対応できます。）
＊ご利用の際は、事前に電話での連絡をお願いいたします。
ママの会（午後1：30～4：00）　お子様が就園.就学されたママ達が楽しく集う時間です。

こどもの日 振替休日

問合せ　錦町子育て支援センター（錦町保健センター内）　　☎ ３８－２０４８

おおきく
なるもん
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問合せ　　錦町保健センター　　☎ ３８－２０４８

ストレスと上手に付き合おう

ストレスって何？
　「ストレス」とは外部からの刺激によって身体に生じた反応（緊張状態）のこと
です。生きていくため、集中力や瞬発力が求められる場面では必要なもので、「適
度なストレスは生産性やモチベーションを上げる」という事がわかっています。問
題なのは「過剰なストレス」です。
　ストレスと聞くと、嫌なことやつらいことを連想される方が多いかもしれませ
ん。しかし、実はうれしいことも楽しいこともストレスの原因になります。

ストレスの原因
　外部からの刺激は、天候、騒音などの環境要因、病気や睡眠不足などの身体的要因、不安や悩みなどの心理的要
因、仕事がうまくいかないなどの社会的要因があります。
　進学や就職、結婚、出産など喜ばしいことでも、変化であり刺激になるのでストレスの原因になることもあります。

ストレスをためないコツを見つけよう
　●まずは、毎日の生活習慣を整え、その中でリラックスできる
　　時間を見つけましょう。飲酒でつらさを紛らわせようとすると、
　　睡眠の質が低下します。

　●考え方やものの見方を変えてみましょう。ストレスを感じている
　　とき、私たちは物事を固定的に考えてしまうことがあり、それが
　　うまくいかないときには強いストレスを感じてしまいます。そん
　　なとき、良くないことばかりではなく、実際にできていること、
　　うまくいっていることに注意を向けるのもよいでしょう。

　●誰かに相談しましょう。つらいときに話を聞いてもらうだけでも、気持ちが楽になることがあります。話すこ
　　とで自分の中で解決策が見つかることもあります。自分なりの工夫を続けていてもうまくいかないときは、専
　　門家に相談するようにしましょう。
　　　　　　　　　　　　　　　　参考：国立研究開発法人 国立精神・神経医療研究センター

自分のサインを知ろう
　ストレスを受けている時は、何かしらサインが出ている
ものです。自分のサインに気づくことができると、休息を
とる、気分転換をするなどのセルフケアが早めにとれるよ
うになります。

　新年度に入り、進学や就職など新しい環境での生活になるなど、何かしら環境の
変化があった方が多いことでしょう。変化があるとどうしてもストレスがセットで
ついてきます。こころの病気の予防には、ストレスと上手に付き合うことが重要で
す。毎日を快適に過ごすために、まずはストレスを正しく理解しましょう。

保健師　嶋田　由紀子

保健センター
だより
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問合せ　　保健政策課　　☎ ３８－１１１３
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自ら避難することが困難な方への支援イメージ

※自ら避難することが困難な方※自ら避難することが困難な方
（社会福祉施設入所者や長期入院患者などの方は
　施設管理者の対応となります。）

（社会福祉施設入所者や長期入院患者などの方は
　施設管理者の対応となります。） （市町村により異なります。）（市町村により異なります。）

※民生委員　自主防災組織
　　 消防機関　など
※民生委員　自主防災組織
　　 消防機関　など

手続き方法について　

◎避難行動要支援者とは

自力で避難することが困難な人で、
避難に支援が必要な人のことです。

①　一人暮らしの高齢者
②　高齢者世帯
③　要介護認定を受けている人
④　障がいのある人
⑤　難病の治療をしている人
⑥　事情により、自ら避難する
　　ことが困難な方

避難行動要支援者避難行動要支援者

市町村市町村

支援者（避難支援等関係者）支援者（避難支援等関係者）

①情報提供に同意される方は錦町役場へご連絡をください。（家族や支援者、ケアマネー
　ジャーでも可）

②情報提供同意の意思表示をされた方へ、同意書等の説明と確認に錦町役場より伺います。

③錦町役場より、避難支援関係者（消防署、警察署、区長、民生児童委員）へ名簿情報を
　提供します。

④避難支援関係者は、名簿情報を災害時の避難行動に関する支援に活用します。

錦町

地域包括支援センター便り
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み
な
さ
ん
こ
ん
に
ち
は
。
今
回
初
め

て
、
思
い
つ
く
ま
ま
を
書
か
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

　

私
は
、
福
岡
の
短
大
を
卒
業
し
、
錦

町
へ
戻
り
保
育
士
と
し
て
働
き
始
め
、

今
年
で
三
年
目
を
迎
え
ま
す
。

　

中
学
校
か
ら
吹
奏
楽
部
に
入
り
、

日
々
辛
い
練
習
を
乗
り
越
え
、
み
ん
な

で
音
楽
を
作
り
上
げ
る
と
い
う
楽
し
さ

を
知
り
、
高
校
で
も
吹
奏
楽
部
を
続
け

た
い
と
思
い
、
鹿
児
島
県
に
あ
る
出
水

中
央
高
校
へ
進
学
し
ま
し
た
。
高
校
で

は
、
部
活
動
が
主
で
し
た
が
、
朝
練
か

ら
始
ま
り
、
二
時
間
目
の
休
み
時
間
に

早
弁
を
し
、
昼
休
み
は
練
習
を
行
い
、

ま
た
午
後
か
ら
の
授
業
を
終
え
、
夕
練

を
す
る
と
い
う
練
習
づ
く
し
の
毎
日

も
、
今
と
な
れ
ば
忘
れ
ら
れ
な
い
良
い

思
い
出
と
な
っ
て
い
ま
す
。
高
校
卒
業

後
は
、
保
育
士
に
な
る
た
め
に
福
岡
の

短
大
に
進
学
し
ま
し
た
が
、
コ
ロ
ナ
禍

と
い
う
こ
と
も
あ
り
一
年
間
は
オ
ン
ラ

イ
ン
授
業
の
み
の
生
活
で
し
た
。
そ
ん

な
中
で
も
、
時
に
は
友
達
と
遊
ん
だ
り

バ
イ
ト
を
し
た
り
し
な
が
ら
楽
し
く
生

活
出
来
ま
し
た
。
そ
し
て
短
大
卒
業
後

は
、
地
元
の
保
育
園
へ
就
職
し
、
保
育

士
と
し
て
働
い
て
い
ま
す
。
毎
日
、
可

愛
い
子
ど
も
た
ち
か
ら
パ
ワ
ー
を
も
ら

い
な
が
ら
過
ご
し
て
い
ま
す
。
大
好
き

な
ピ
ア
ノ
を
弾
き
な
が
ら
、
子
ど
も
た

ち
と
一
緒
に
歌
う
こ
と
が
何
よ
り
の
楽

し
み
で
す
。

　

休
日
は
、
地
元
の
友
達
と
温
泉
に

行
っ
た
り
カ
フ
ェ
に
行
っ
た
り
し
て
楽

し
ん
で
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
お
仕
事
で
も
子
ど
も
た
ち

に
癒
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
私
に
は
14
歳

下
の
妹
が
お
り
、
お
家
で
も
一
緒
に

色
々
な
遊
び
を
し
て
楽
し
ん
で
い
ま

す
。
こ
れ
か
ら
も
成
長
を
見
守
っ
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
私
は
こ
れ
ま

で
に
た
く
さ
ん
の
人
と
出
逢
い
、
支
え

て
も
ら
い
成
長
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し

た
。
そ
ん
な
方
々
へ
の
感
謝
の
気
持
ち

を
忘
れ
ず
、
一
日
一
日
を
大
切
に
過
ご

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
最
後
ま

で
読
ん
で
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。
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࿁
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出水中央高校吹奏楽部

短大のサークル仲間

思いつくまま

愛甲　好琴さん
（一武元忠ヶ原）
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人の動き 3月末人口動態　　（　）は先月比
○世帯数　4,008（＋10）　  ○総人口　9,943（－83）　  ○男　4,704（－45）　  ○女　5,239（－38）

T
・
晴
美

桜
舞
い
三
月
が
行
く
新
年
度

我
を
信
じ
て
力
漲
る

荒
れ
模
様
桜
散
る
か
と
思
い
き
や

蕾
ひ
ら
き
て
咲
き
誇
り
た
り

ボ
ー
ル
と
は
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
難
し
く

力
づ
く
で
は
な
い
の
が
楽
し

佳
き
人
と
会
う
た
め
に
あ
の
日
別
れ
た
の

後
か
ら
気
付
く
今
あ
る
理
由

な
だ
ら
か
な
歩
み
を
と
親
は
思
え
ど
も

辛
く
て
厳
し
い
道
を
選
べ
り

坂
本　

敦
子

ピ
カ
ピ
カ
の
制
服
自
転
車
登
校
す

桜
舞
う
色
彩
か
な
ラ
ン
ド
セ
ル

春
休
み
山
菜
と
り
に
孫
ひ
孫

酔
余

昼
近
し
桜
が
う
な
る
蜜
の
宴

引
き
立
て
は
湖
畔
に
も
や
う
花
嚄

黒
瀧
櫻
壽

祝
い
酒
内
助
の
功
も
床
の
前

仲
間
達
貧
乏
し
て
も
来
て
く
れ
る

青
春
や
自
転
車
漕
い
で
一
人
旅

吉
若
酔
舞

あ
じ
く
ら
う  

負
け
た
話
し
は  

何
処
ぞ
え

かあ
じ
く
ら
う  

下
戸
に
呑
ま
せ
た  

上
機
嫌

あ
じ
く
ら
う  

目
か
ら
鱗
を  

思
い
知
り

坂
本　

敦
子

あ
じ
く
ら
う　

山
菜
食
べ
る　

猪
鹿
達

あ
じ
く
ら
う　

二
度
目
の
ど
じ
ょ
う　

お
ら

ん
と
よ

富
松　

君
代

あ
じ
く
ら
う　

撒
い
た
餌
に　

た
か
る
奴

あ
じ
く
ら
う   

旨
か
も
ん
に
は   
足
が
向
く

あ
じ
く
ら
う  

も
一
度
食
べ
た
か  
母
ち
ゃ

ん
の
味

や
ま
和

あ
じ
く
ら
う　

食
わ
ず
嫌
い
の　

海
鮮
丼

あ
じ
く
ら
う  

小
遣
い
銭
を  

さ
し
だ
す
手

髙
波　

結
望　
　
（
恵
弥
・
綾
華
）

　
　
　

  

　

西
下
井
手
ノ
口

　

原
田　

尚
英　
　
（
西
下
井
手
ノ
口
）　

　

名
頭
園　

留
愛　
（
福
岡
市
）

藤
本　

春
雄　
（
57
歳
）　

一
武
東
方

桑
原　

七
郎　
（
90
歳
）　

西
内
門

村
松　

タ
カ
エ（
90
歳
）　

西
下
大
鶴

小
田　

厚
人　
（
77
歳
）　

一
武
東
原

浦
野　

又
生　
（
85
歳
）　

西
指
杉

古
賀　

セ
ツ
代（
99
歳
）　

一
武
栄

吉
田　

義
和　
（
68
歳
）　

西
下
大
鶴

蓑
毛　

ミ
ヨ
子（
96
歳
）　

一
武
東
原

藤
本　

富
貴
子（
80
歳
）　

一
武
中
原

【
総
届
出
件
数
】

出
生
1
件　

婚
姻
1
件　

死
亡
12
件

☆
次
回
（
6
月
号
）
の
笠

◆
待
ち
な
ん
か（
待
ち
遠
し
い
）

あ
な
た
の
考
え
た
俳
句
・
短
歌
を
掲
載
し
て

み
ま
せ
ん
か
。
ペ
ン
ネ
ー
ム
で
構
い
ま
せ
ん
。

お
気
軽
に
企
画
観
光
課
へ
お
届
け
く
だ
さ
い
。

　
　
締
切
日
　
5
月
7
日
（
水
）

ゆ
の
ん

み
な
ぎ

錦
み
ん
な
の
歌
会

※

ご
誕
生
・
ご
結
婚
・
お
く
や
み
、
と
も
に
3
月
受

付
分
で
す
。
更
に
錦
町
役
場
窓
口
で
の
受
付
分
の
み

と
し
、
承
諾
を
い
た
だ
き
ま
し
た
方
々
を
掲
載
し
て

お
り
ま
す
。

　

錦
町
に
も
春
が
訪
れ
、
過
ご
し
や
す
い
季
節

が
や
っ
て
き
ま
し
た
。

　

今
月
号
よ
り
広
報
担
当
と
な
り
ま
し
た
尾
方

で
す
。
初
め
て
の
取
材
は
小
中
学
校
の
入
学

式
。
初
め
て
の
こ
と
ば
か
り
で
不
安
も
あ
り
な

ん
と
か
形
に
し
た
、
と
い
う
感
じ
で
す
が
、
無

事
に
皆
さ
ん
の
手
に
お
届
け
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　

ま
だ
ま
だ
至
ら
な
い
点
も
あ
る
か
と
思
い
ま

す
が
、
町
の
い
ろ
い
ろ
な
情
報
や
皆
さ
ん
の
笑

顔
を
届
け
ら
れ
る
よ
う
頑
張
り
ま
す
の
で
、
ど

う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
！尾

方　

涼
祐

編
集
後
記

短　

歌

に
し
き
狂
句

俳　

句

令和６年度 錦町家族で考える人権標語

４年　今田　一真

４年　山村　紘斗

５年　田頭　香乃

５年　濵﨑　萌里

５年　下田　佳胤

６年　西村　怜将

６年　今井　雅　

※令和6年度の学年を表示しています。

西小学校
話そうよ　君とのちがいを　知りたいな

ありがとう　きちんと言えると　みんなえがお

ごめんねは　きずなをなおす　ばんそうこう

消しゴムで　消えない一言　その重さ

毎日が　笑顔満開　思いやり

比べない　一人一人が　主役だよ

ありがとう　みんなで伝えて　なかよくしよう

いま だ　  かず ま

やまむら　 ひろ と

た どう　   か  の

はまさき　 もえ り

 しも だ　    か いん

にしむら　 れ  お

いま い　 みやび

お
く
や
み

ご
誕
生

ご
結
婚
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